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本日の発表内容

①学部の学習プログラム

②修士課程の学習プログラム

③教育研修プラットフォーム

④フラッグシップ大学としての取組

⑤専門機関との連携

⑥プロジェクトによる社会実装化（実装化、実践
化のための研究開発）



学校における
プログラミング教育

情報教育力 ＡＩ・データ活用力

教育のための
情報倫理・法

教育のための
情報セキュリティ

教育の情報化基礎

教育のための
情報メディアリテラシー

隔年

EdTechと最先端技術の活用

ＩＣＴ活用力

教育のための映像編集

教育のための紙面編集

隔年

コンピュータ・
ネットワーク

コンピュータ・アート

コンピュータ・
プログラミング

Webコンピューティング

Web
パブリッシング

教育実習Ⅱ

教育実習Ⅰ

教職実践演習
（ICT活用を含む）

初等および中等教育
各教科の指導法

（ICT活用を含む）

教育の方法とICT

ＭＤＡＳＨ教育プログラム
（リテラシーレベル）

『教育のためのＣＳ・ＤＳ・ＡＩ関連スキル』学修プログラム

教育の情報化に対応できる教育人材を養成するための総合的な方針

教養科目

教育創成科目

選択科目

必修科目

凡例

１
年
次

２
年
次

※修了要件
「ＡＩ時代の情報」（２単位）および
「教育のためのデータサイエンス」（１単位）
を修得すること

ＣＳ…コンピュータ・サイエンス
ＤＳ…データ・サイエンス
ＡＩ…人工知能

東京学芸大学では、教育の情報化に対応できる教育人材を養成するため、ＩＣＴ関連科目授業運営部会を実施主体として令和５年
度カリキュラムより「『教育のためのＣＳ・ＤＳ・ＡＩ関連スキル』学修プログラム」を運用しています。（ＣＳ・・・コン
ピュータ・サイエンス、ＤＳ・・・データ・サイエンス、ＡＩ・・・人工知能）

教育のためのデータサイエンス

ＡＩ時代の情報

近隣市との連携

教育現場における
ICT支援実践プログラム

教育実習における
ICT活用実践プログラム

小金井市連携協定

３市連携IT活用コンソーシアム
ICT/情報基盤センター

教育基礎科目（２年次以上） 全学生が１年生春学期に「ＡＩ時代の情報」（２単位）、２年生春学期に「教育のためのデータサイエンス」（１単位）を卒業要
件上の必修単位として修得することで、現代社会において必要とされる数理・データサイエンス・ＡＩに関する知識・技術（リテ
ラシーレベル）を活用できる学校教員および教育支援者を養成します。

また、上記必修２科目とは別に、「ＣＳ・ＤＳ・ＡＩに関連する科目」を全学共通科目として１３科目開設しており、学生各自が選
択し履修することで、さらに「ＩＣＴ活用力」、「情報教育力」、「ＡＩ・データ活用力」等のスキルを学修することができます。

教育支援概論
（教育支援課程１年次必修）

①学部の学習プログラム＜共通＞＜専門＞



①学部：情報コースAI・DSカリキュラム



②修士＜専門＞教育AI研究プログラム 5

先端型教育開発研究
チーム学校と多職種協働(教職大学院科目)

教育支援協働学概論
専攻基盤科目
(必修6単位)

コンピテンシー・
学校心理領域

コンピテンシー育成と次世代
学校に関する高度な知識や技

能の領域

教育内容・実践
領域

教育の内容と実践に関する
高度な知識や技能の領域

情報AI領域
教育の高度情報化や情報
ツールの活用能力に関す
る知識や技能の領域

専攻展開科目
(選択10単位以上)

教育AI研究プログラムのカリキュラムの概要

教育AI研究プログラム

教育支援協働学専攻共通

人工知能概論
専攻基礎科目
(必修2単位)

専攻発展科目
(必修8単位)

フィールド研究A ・B

特別研究(4単位) 特別研究１・２

教育支援と教育
研究を学ぶ

AIについて学ぶ

情報教育，心理，各種教育内容を専門に応じて学ぶ

社会で実践力を高める

研究能力を高める



②修士＜専門＞教育AI研究プログラム 6

専攻展開科目（選択科目）
専攻展開科目は、全10単位以上を選択して取得する。
ただし、各領域の授業科目を2単位以上取得すること（修了要件）

教育未来構想論

教育コミュニティ論

認知発達と学校教育

教育・行動データの測定と分析

教育とビジネス

ヒューマン・コンピテンシー総論
機械学習・深層学習論

先端情報科学論

情報センシング論

人間情報学論

データ・アナリティクス実践論

言語情報解析論

マルチメディア情報解析論

知的ソフトウェアシス
テム論

文化社会系先導的教育
応用実践論
（言語）（文化）

身体系先導的教育応用
実践論（医学）（心理）（生理）
（バイオメカニクス）

教育ポートフォリオと教育
ビックデータ

コンピテンシー・
学校心理領域

コンピテンシー育成と次世代学校
に関する高度な知識や技能の領域

教育内容・実践領域
教育の内容と実践に関する
高度な知識や技能の領域

情報AI領域
教育の高度情報化や情報
ツールの活用能力に関する

知識や技能の領域

環境システム系先導的教育応用実践
論（大気環境）（地球環境）（アー
ト・デザイン）

アントレプレナーシップ論

ヒューマン・コンピテンシー各論
(発達)(認知)(社会)

プログラミング基礎

人工知能特論



Ⅰ.I Dig Eduの紹介

 

③教員研修プラットフォーム

Ⅱ.教育データサイエンス関連コンテンツ（抜粋） 

オンデマンド動画（2026年 1月現在） 
［カテゴリー］ 
算数・数学 

情報 

データ分析・

ICTスキル 

データサイエンス（統計） 全 7回 

 

Â カテゴリ：学習指導(算数・数学,情報),職業人としての基

礎スキル(データ分析・ICTスキル) 

Â 講師：西村 圭一（東京学芸大学 教授）ほか 

Â 受講料：0円 

Â 学んでほしいこと：記述統計における分析の目的 学習

指導要領における統計関連の学習の意義 多変量デー

タの扱い ほか 

算数・数学 

情報 

データ分析・

ICTスキル 

入門 統計的推測の考え方を身につけるー推定・検定と統計用語の正しい理解を目

指してー 

 

Â カテゴリ：学習指導(算数・数学,情報),職業人としての基

礎スキル(データ分析・ICTスキル) 

Â 講師：山下 雅代（東京学芸大学 准教授）・ 

清水 邦夫（統計数理研究所 特任教授） 

Â 受講料：0円 

Â 学んでほしいこと：統計的推測の基本的な考え方、信頼

区間の解釈の注意点、仮説検定の解釈 

ICT活用 AI時代の教育 

 

Â カテゴリ：学習指導(ICT活用) 

Â 講師：北澤 武（東京学芸大学 教授） 

Â 受講料：1,650円 

Â 学んでほしいこと：ICTを活用した教育の動向や在り方に

ついて 教育データの利活用について STEAM 教育・情

報モラル教育・生成 AIの教育利用について 

データ分析・

ICTスキル 
教員のためのデータサイエンス入門 

 

Â カテゴリ：職業人としての基礎スキル(データ分析・ICT ス

キル) 

Â 講師：山下 雅代（東京学芸大学 准教授） 

Â 受講料：0円 

Â 学んでほしいこと：問題解決プロセス グラフの目的 デ

ータ活用のイメージ 

データ分析・

ICTスキル 
データにもとづく問題解決の実践的方法論 

 

Â カテゴリ：職業人としての基礎スキル(データ分析・ICT ス

キル) 

Â 講師：高橋 武則（慶應義塾大学 客員教授） 

Â 受講料：3,300円 

Â 学んでほしいこと：信頼性の高いデータを採ること ばら

つき制御のための考え方 代表値の活用方法 

 



④フラッグシップ大学としての取組：教育創成科目

フラッグシップ大学に認められた、
大学独自の特例教職科目

教育のためのデータサイエンス

文科省の数理・データサイエン
ス・AI認定プログラム（MDASH）
のリテラシーレベル
認定

↓

学部2年生 全員必修

特色

Åデータリテラシーの向上に
焦点→記述統計の活用体験

Å意欲向上や学習の深化を図るた
めAI-FBを活用

Åハイブリッド開講

学生たちのやる気・好みに応じた
フレキシビリティのある授業方式



⑤フラッグシップ大学としての取組：教育創成科目
教育のためのデータサイエンスのねらい

リテラシーレベルの4つの力

Åデータを採る力

採ったデータ・採られたデータに
ついて統計・ICTを活用して、

Åデータをよむ力

Åデータを使う力

Åデータで伝える力

9

データを使うことの
楽しさや良さの実感

4つの力を駆使して
価値を実現する力

教育のためのDSの定義

教科横断的に

高校までに学んだ内容の活用を経験

日常生活上の問題 ← → 社会の問題

身の回り 学校 地域 社会

ICT活用力
データを集計する
データを要約する
データを可視化する

統計活用力
データをとる

データを読む/解釈する

問題解決プロセス
Story telling

データを文脈化する

国語

算数
数学

理科 社会

情報

体育

・・・

各教科
固有の
知識

手法・
原理の
理解

分析の
実装

自分・
家族・
お友達

価値（＝自分を含めた皆の幸せ）の実現



④フラッグシップ大学としての取組：教育創成科目
教育のためのデータサイエンスの授業構成

回 講義名 内容 教材

1 データサイエンスと問題解決プロセス データサイエンスの定義、
問題解決プロセス、高校までの内容の復習

2 公的統計を活用して人口問題を考えよう グラフの選び方と注意点、外れ値の考え方、
相関分析の注意点

統計局動画
SSDSE

3 キャラクターを改善しよう アンケート調査、問題解決プロセスの体験、
フィッシャーの三原則

アンケート支援シス
テム、MS Forms

4 擬似成績データを読んでみよう エクセルの使い方、2変量の外れ値の見方、
散布図行列の見方と解釈、標準化、偏差値

成績擬似データ

5 コインを目標位置に止めてみよう ばらつきと問題のタイプとその解き方、
単回帰分析

コイン射撃

6 AIの基本知識とAIアプリの活用 チャットAI、画像生成AI、音楽生成AI ChatGPT、Gemini、
Suno、NotebookLM

7 AIリテラシーと授業全体のまとめ AIリテラシー、小学校の実践事例の紹介、
まとめ

SnapShots

10

※ 現行の学習指導要領の状況を踏まえ、来年度は統計的推測を戻すなど、構成の見直しを検討中



④フラッグシップ大学としての取組：教育創成科目
データサイエンスへの授業前後の代表的な意識の変容（Gemini2.5PROによる要約）

学生のデータサイエンスに対する考え方は、当初の苦手意識や自分事とは捉えられない感覚から、
その価値と実践的な活用法を理解する、主体的で前向きな姿勢へと大きく変化した。

1. 「専門家のもの」から「自分にも使える身近なツール」へ
授業前は「理系や専門家が扱う、数学的で難しいもの」と捉え、強い苦手意識から敬遠する傾向が見られた。しかし、
授業での実践を通し、専門知識がなくとも身近な課題解決に応用できる実践的なツールであると認識を改めた。これ
により、データ活用への心理的なハードルが下がった。

2. 「直感頼り」から「データに基づいた問題解決」へ
授業前は、問題解決を個人の経験や勘といった主観的なアプローチで行うのが当然だと考えられていた。授業後は、
客観的なデータに基づいて問題を発見し、原因を分析し、解決策を導き出すという一連のプロセスの重要性を理解し
た。根拠ある判断を下すための強力な手段として、データ活用の有効性を認識するようになった。

3. 「表面的な理解」から「データの裏側を読み解く批判的視点」へ
授業前は、データやグラフを無批判に信じる傾向があった。授業後は、データの「見せ方」による印象操作のリスク
や、平均値だけでは見えない「外れ値」の重要性などを学習した。これにより、データそのものや、その背景にある
意図を批判的に読み解く力（データリテラシー）の必要性を深く認識するようになった。

4. 「漠然とした必要性」から「教育現場での具体的な活用イメージ」へ
授業前は「成績処理」など、データ活用のイメージが断片的であった。授業後は、生徒の学習状況の分析による個別
最適な指導や、生徒主体の探究的な学びに活かすなど、データサイエンスが教育の質そのものを向上させるための具
体的な武器になりうると理解するようになった。

11



④フラッグシップ大学としての取組：教育創生科目
教職大学院：教育のためのデーターサイエンス

12

回 キーワード

１ オリエンテーション データサイエンスとは、高校までの復習

２ AIの基本的な仕組みと活用 AIの基礎知識と活用の注意点、NotebookLMなど

３ グラフと比率の活用 構成比、相対比、グラフの目的、注意点

４ キャラクターの改善1：計画 問題の特定、KPI・KGI、特性要因図、仮説立案

５ キャラクターの改善2：分析 ヒストグラム、代表値、フィッシャーの三原則

６ キャラクターの改善3：分析と改善 アンケート調査（2元配置）、MS Form、PPDACサイクル

７ 公的統計の活用 外れ値の解釈、散布図の注意点、擬似相関、GIS

８ 成績データの活用 標準化、正規分布、偏差値、2変量の外れ値、散布図行列

９ コイン射撃 単回帰分析、ばらつき低減問題

10 統計的推測の考え方 統計的推測、不偏分散、区間推定、Z検定の考え方

11 総合演習１ テーマの選定

12 総合演習２ 分析

13 発表 発表

14 発表とまとめ まとめ

発表例：データに基づく指導改善
Å英語学習に難しさを感じる生徒への
支援の検討

Å一斉授業から自由進度学習へ
移行する際の適応分析 など



⑤専門機関との連携：
統計エキスパート人材育成コンソーシアム（統計数理研究所）

Å統計エキスパート人材育成コンソーシアムの参画機関として参加
統計エキスパート育成エコシステムの構築

Å本学教員が大学教員研修に参画し、教材の共同開発

13

統計的推測を
教える人のための
オンデマンド教材の
共同開発



⑥プロジェクトによる社会実装化１： データ利活用と政策形成
先端教育人材育成推進機構 データ駆動型教育・政策推進室

14

ỉ

先端教育人材育成推進機構

東京学芸大学

教
育
学
部

大
学
院
教
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学
研

究
科

大
学
院
連
合
学
校
教

育
学
研
究
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・次世代型の創造（像）的な教育研究開発構想
 ・各ユニットの統括
 ・成果の効果的な普及

データ駆動型教育・政策推進室
(教授6名、准教授3名［うち2名拡充）］ 特命等1名)

課題に応じて柔軟に対応（設置・改廃）するユニット

リエゾンチーム
(本部･各ユニット代表者･ステークホルダーで構成)

本 

部

機構長1名、副機構長1名、教授4名、
准教授4名、特命等1名

ス
テ
ー
ク
ル
ダ
ー
の
参
画
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※複数の本部・ユニット等を兼務する場
合がある

※他に外部資金により上廣道徳・倫理教育研究開発推進室（教授3名 准教授1名 助教1名 特命等1名）を設置（R5～）
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⑥ プロジェクトによる社会実装化１： データ利活用と政策形成
データ駆動型教育・政策推進室PJTの当面の取組方針
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⑥プロジェクトによる社会実装化１： データ利活用と政策形成
取組事例①：広域連携モデル
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⑥ プロジェクトによる社会実装化１： データ利活用と政策形成
取組事例②：ボトムアップ型モデル

17

B

Ṯ ( )ṯ Ṯ ( )ṯ

¸

¸

ṕẑṖ

ṕẑṖ
Q-U ṕ

Ṗ



⑥ プロジェクトによる社会実装化２：生成系AI技術の活用
R5～文部科学省最先端技術及び教育データ利活用に関する実証事業プロジェクト

Å研究の大前提
AIに最終評定をさせることを目的にしているのではない。
教員による見取り・評価を支援することが目的である。
AIは資質・能力が獲得できているかどうかを判断しているのではなく、
どんな資質・能力が発揮されているかを予測・評価している。

Å研究１：令和5・6年度
AIを活用した個別最適な学びの実現のための評価（見取り）の個別最適化

Å研究２：
AIを活用した教育者側の個別最適な振り返り支援



社会学習指導要領

社会の記述を分析する

国語学習指導要領

生徒が作成した社会の記述

社会学習指導要領の単元・観点毎のルーブリック

国語学習指導要領の単元・観点毎のルーブリック

社会の
ルーブリック
での評価
（見取り）

国語の
ルーブリック
での評価
（見取り）

社会の観点か
らの教員向け
コメント

社会の観点か
らの生徒向け
コメント

学級毎の知識技能の定着や資質・能力の出現度合いの傾向、
次限の授業へのアドバイスコメント



ルーブリックのどの位置にいるか一定程度見取れることを確認

質問：大航海時代にヨーロッパの国がアジアやアフリカを併合していくなかで、戦国時代のまっただ中の日本はなぜ併合されることがなかったのか。

回答：日本はアジアの極東にあり、戦国時代で国内が荒れていて、国のトップが定まっていないため、併合するのに大きな被害が出るのはもちろん、
遠いのでたくさんの兵士が集まれないことが明らかだったから。

段階 時期や年代に着目して 推移に着目して 類似・差異, 相互の関連に着目して 因果関係に着目して

4

複数の歴史的事象の時期や年代を正確
に理解し、比較・関連付けながら、時
代の流れを捉えている。

複数の歴史的事象の推移を正確に
理解し、変化と継続に着目しなが
ら、社会の変容を捉えている。

複数の歴史的事象の類似点と相違点
を明確にし、相互の関連性を説明で
きる。

複数の歴史的事象を因果関係
で関連付け、なぜそのように
なったのかを説明し、歴史の
必然性や偶然性を考察してい
る。

3

歴史的事象の時期や年代をおおむね理
解し、比較しながら、時代の流れを捉
えようとしている。

歴史的事象の推移をおおむね理解
し、変化と継続に注目しながら、
社会の変容を捉えようとしている。

歴史的事象の類似点と相違点につい
て説明しようとしている。

歴史的事象を因果関係で関連
付けようとしている。

2
歴史的事象の時期や年代を理解しよう
としている。

歴史的事象の推移を理解しようと
している。

歴史的事象の類似点と相違点につい
て説明しようとしている。

歴史的事象を因果関係で関連
付けようとしている。

1
歴史的事象の時期や年代を理解できて
いない。

歴史的事象の推移を理解できてい
ない。

歴史的事象の類似点と相違点を理解
できていない。

歴史的事象の因果関係を理解
できていない。

検証中

社会の記述の社会のルーブリックでの評価



指導の個別化をサポートする
教員に向けた児童生徒の個別な学習状況や指導方法のサジェスチョン

社会の記述に関する先生の評価の支援

生徒の知識・技能の定着度合い、ものの見方・考え方等の傾向

生徒は、地理的な距離や当時の日本の内乱状態を、ヨーロッパによる併合を免れた要因として捉えている点は評価できます。しかし、ヨーロッパ諸国
の事情や日本の国内状況、国際情勢を歴史的な文脈で捉えられていないため、説明としては不十分です。

個別の学習内容、指導方法

Å ヨーロッパ諸国の大航海時代は、航海技術の発達、香辛料貿易の需要、キリスト教布教といった複数の要因が絡み合って起こった時代背景を理
解させる。

Å 戦国時代の日本の状況を、当時のヨーロッパの視点から考察させる。

ï 例えば、ヨーロッパの国々は、すでに銃や大砲といった強力な武器を持っていたのに対し、日本はまだ刀や槍といった武器が主流
であったこと。

ï 当時の日本の領主たちは、自分の領地を守るのに精一杯であり、ヨーロッパの国々と戦う余裕がなかったこと。

Å ヨーロッパと日本の距離を、当時の航海技術でどれくらいの時間がかかったのかを調べさせ、距離が日本の防衛に有利に働いたことを理解させ
る。

Å 鎖国について触れ、ヨーロッパとの関係を考えるきっかけを与える。



指導の個別化をサポートする
児童生徒に向けた個別のアドバイスや個別の課題のサジェスチョン

社会の記述に対する生徒による振り返りの支援

生徒へ向けたアドバイス

戦国時代の日本は、まるでゲームの群雄割拠の時代みたいで、誰が天下を取るか分からない、とても不安
定な時代だったんだよ。そんな中で、ヨーロッパから来た人たちは、日本を見てどう思ったんだろう？強
い国だと思った？それとも弱い国だと思った？そこを考えてみると、歴史がもっと面白くなるよ！

個別最適な課題例

Å 戦国時代の日本と、大航海時代のヨーロッパを比較し、それぞれの社会の状況、技術レベル、文化な
どをまとめる。

Å 当時の地図を見て、ヨーロッパから日本までの距離を測り、当時の航海技術でどれくらいの時間がか
かったのかを調べる。

Å もしあなたが当時のヨーロッパの王様だったら、日本を併合しようと思うか、その理由を説明する。



社会の記述の国語のルーブリックでの評価

段階
a.目的や意図に応じて，社会生活の中から題材を決め，
多様な方法で集めた材料を整理し，伝えたいことを明確
にすること。

b.伝えたいことが分かりやすく伝わるように，段落相互
の関係などを明確にし，文章の構成や展開を工夫するこ
と。

c.根拠の適切さを考えて説明や具体例を加えたり，表現
の効果を考えて描写したりするなど，自分の考えが伝わ
る文章になるように工夫すること。

5

社会生活における課題や問題点に目を向け、適切な題材
を設定し、多様な視点から情報を収集・分析し、伝えた
いことを明確かつ説得力のある形で表現することができ
る。

文章の構成が非常に優れており、伝えたいことが明確か
つ効果的に伝わる。構成や展開に創意工夫が見られる。 

自分の考えが明確かつ説得力のある形で伝わる。根拠が
強力で、説明も論理的。描写が非常に優れており、鮮や
かなイメージを読者に与える。 

4

社会生活の中から適切な題材を選び、多様な方法で集め
た材料を整理し、伝えたいことを明確にすることができ
る。

文章の構成が整っており、伝えたいことが分かりやす 伝
わる。段落相互の関係が明確で、論理展開もスムーズ。

自分の考えが分かりやすく伝わる。根拠が適切で、説明
も分かりやすい。描写が効果的に用いられ、読み手の心
に響く。

3
社会生活の中から適切な題材を選び、伝えたいことをあ
る程度明確にすることができる。

文章の構成がある程度整っており、伝えたいことが概ね
伝わる。段落相互の関係も概ね明確。

自分の考えがある程度伝わる。根拠はおおむね適切で、
説明も概ね理解できる。描写も用いられている。

2
題材を決めることはできるが、社会生活との関連性が薄
い。伝えたいことが漠然としている。

文章の構成が分かりにくく、伝えたいことが伝わりにく
い。段落分けはできているものの、段落相互の関係が曖
昧。

自分の考えが伝わりにくい。根拠が弱い または説明が不
十分。描写が単調で、印象に残らない。

1
題材を決められない、または社会生活との関連性を見出
せない。伝えたいことが不明確。

文章の構成が支離滅裂で、伝えたいことが全く伝わらな
い。段落分けができていない、または段落相互の関係が
不明確。

自分の考えが全く伝わらない。根拠が不適切、または説
明が不足している。描写が乏しい、または不適切。

質問：大航海時代にヨーロッパの国がアジアやアフリカを併合していくなかで、戦国時代のまっただ中の日本はなぜ併合されることがなかったのか。

回答：日本はアジアの極東にあり、戦国時代で国内が荒れていて、国のトップが定まっていないため、併合するのに大きな被害が出るのはもちろん、
遠いのでたくさんの兵士が集まれないことが明らかだったから。

教科を交換した見取りの検証：社会の記述を国語のルーブリックで見取り



社会の記述の分析による学級毎の学習状況の評価

社会の記述を社会のルーブリック、国語のルーブリックで評価し、
学級毎の理解度や資質・能力の出現の傾向を提示する

クラス全体への授業の理解度合い 理解が進んでいる点 不足している点

A組

このクラスでは、戦争が起こる
理由を「話し合いができない」
「権力・領土の奪い合い」「民
族・人種差別」「意見の差異」な
ど、いくつか挙げることはでき
ています。

* 戦争という複雑な問題に対し、
多角的に捉えようという姿勢が見
られる生徒が多い。
* いくつかの歴史的事例を挙げ、
自分の意見の根拠として活用しよ
うとする生徒もいる。

* 抽象的な概念を具体的な例や根拠に基づいて説明することが苦手
な生徒が多い。
* 語彙や表現力が乏しく、自分の考えを明確かつ効果的に伝えること
ができていない生徒が多い。
* 意見と根拠、具体と抽象など、情報と情報との関係性を理解し、論理
的に文章を構成することが苦手な生徒が多い。
* 多様な情報源を活用し、多角的な視点から考察する経験が不足して
いる。

B組

素晴らしい分析ですね！生徒
たちの回答とあなたの評価を
基に、クラス全体の理解度と先
生へのアドバイスをまとめてみ
ました。

* 多くの生徒が、戦争の原因とし
て、資源、領土、金銭、権力といっ
た物質的な側面を挙げている点は、
基本的な理解が進んでいると言え
るでしょう。
* 一部の生徒は、感情や価値観、
文化の違い、信念といったより複
雑な要因にも目を向けており、多
角的な視点の萌芽が見られます。
* 全体的に、話し言葉と書き言葉
の使い分けにある程度の理解が見
られます。

* 抽象的な概念を理解し、それを適切な言葉で表現する能力が不足
しています。「欲」「感情」「価値観」といった抽象的な言葉を用いるもの
の、具体的な例や説明を欠いている生徒が多く、思考の深まりが不十
分です。
* 意見と根拠を論理的に結びつける能力が不足しています。意見を
述べるだけで、なぜそう思うのかという理由や根拠が明確でない生徒
が多く、説得力に欠ける回答が目立ちます。
* 情報収集・整理能力が不足しています。多くの生徒が、限られた情
報源に基づいて回答しており、多角的な視点やより深い理解に至って
いません。
* 表現力（語彙、文章構成、描写など）が全体的に不足しています。語
彙が乏しく、文章が短く、説明が不十分なため、伝えたい内容が明確に
伝わらないケースが多く見られます。

・・・歴史的な評価の観点のプラス面、 ・・・不足している点や課題に関する指摘
・・・国語的な評価の観点からの指摘



非認知能力
（身につけてもらいた
い資質・能力）

非認知能力のルーブリック

生徒の対話的な学びの音声データ

対話においてどのような非認知能力が
出現しているかを評価（見取り）

対話においてどのような非認知能力が
出現しているかを評価（見取る）



対話においてどのような非認知能力が
出現しているかを評価（見取る）



研究２：AIを活用した教育者側の個別最適な振り返り支援

授業音声／板書の画像データ

教員の授業の振り返り、
授業力向上を支援する
授業診断コメント

よい授業のルーブリック

全国の教
育委員会
の授業評
価規準

探究的な
学びの
評価規準

伴走者の
資質・能力
マップ

児童生徒と伴走者の対話データ

伴走者のコーチングスキ
ルのルーブリック
（検証中）

伴走者のコーチングスキルの評価と
アドバイス

A：授業の音声データによる授業評価 B：個別最適化した形成的評価と総括的評価＋伴走者評価



A：教員の授業力アップのためのAIによる授業評価システム



Bの実際のレポート例：
グラレコフィードバック、全体総括、スキルアップのためのアドバイス



Bの実際のレポート例：
ルーブリック評価、資質・能力が見とれた発言のメモ



プロダクト化

（株）カナメプロジェクトによるサービスイメージ



これまでの実践検証から見えてくる可能性

① テストでなく、記述等の学習成果、対話や生活等の学習過程を分析することでの
学力の個別最適な評価（見取り）が可能になる。

② 教科に分断することなく、学習者の学習全体を一気通貫して、多様（多教科など）な
評価軸で個別最適な評価（見取り）することが可能になる。

③ 学びや生活の中に出現する非認知能力（社会的情動スキル）を見取ることができる。

④ 孤立化しがちな教員の継続的な授業力の向上ができる。

⑤ 教員・教育支援者の伴走力の向上が図れる。



今後の研究プラン

① 探究的な学びの評価支援システム

② 多様なキャラクター化したAIを対象とした事前模擬実践

③ 相談してくるAI

④ 教育施策のインパクト評価


	既定のセクション
	スライド 1: 　　　　　　　　　　　　　　  　 令和8年１月30日   国立教育政策研究所公開シンポジウム資料   　　　　　　　　　　　東京学芸大学理事・副学長 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木　幸寿 
	スライド 2: 本日の発表内容
	スライド 3: ①学部の学習プログラム＜共通＞＜専門＞
	スライド 4: ①学部：情報コースAI・DSカリキュラム
	スライド 5: ②修士＜専門＞教育AI研究プログラム
	スライド 6: ②修士＜専門＞教育AI研究プログラム

	タイトルなしのセクション
	スライド 7: ③教員研修プラットフォーム
	スライド 8: ④フラッグシップ大学としての取組：教育創成科目
	スライド 9: ⑤フラッグシップ大学としての取組：教育創成科目 　教育のためのデータサイエンスのねらい
	スライド 10: ④フラッグシップ大学としての取組：教育創成科目 　教育のためのデータサイエンスの授業構成
	スライド 11: ④フラッグシップ大学としての取組：教育創成科目 　データサイエンスへの授業前後の代表的な意識の変容（Gemini2.5PROによる要約）
	スライド 12: ④フラッグシップ大学としての取組：教育創生科目 　教職大学院：教育のためのデーターサイエンス
	スライド 13: ⑤専門機関との連携： 　統計エキスパート人材育成コンソーシアム（統計数理研究所）
	スライド 14: ⑥プロジェクトによる社会実装化１： データ利活用と政策形成 　　先端教育人材育成推進機構　データ駆動型教育・政策推進室
	スライド 15: ⑥ プロジェクトによる社会実装化１： データ利活用と政策形成 　データ駆動型教育・政策推進室PJTの当面の取組方針
	スライド 16: ⑥プロジェクトによる社会実装化１： データ利活用と政策形成 　取組事例①：広域連携モデル
	スライド 17: ⑥ プロジェクトによる社会実装化１： データ利活用と政策形成 　取組事例②：ボトムアップ型モデル
	スライド 18: ⑥ プロジェクトによる社会実装化２：生成系AI技術の活用 　R5～文部科学省最先端技術及び教育データ利活用に関する実証事業プロジェクト
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33


